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≪ １ ≫ 総  則 

 

１ 本仕様書は、守口市門真市消防組合（以下「本消防組合」という。）が 令和７年

度に製作する指揮調査車のシャシ、艤装、積載資機材等について必要な事項を定め

る。 

２ 指揮調査車の製作は本仕様書及び承認図によるもののほか、道路運送車両法（昭

和 26年法律第 185号）及び道路運送車両の保安基準（昭和 26年運輸省令第 67号）

に適合し、緊急車両として承認が得られること。 

３ 受注者は契約にあたり、本仕様書を了承するとともに、不審な点は本消防組合担

当職員に質問し十分熟知な上、契約するものとする。 

４ 受注者は、契約後製作に先立ち、本仕様書について本消防組合担当職員と製作上

の細部に亘り十分な打ち合わせを行い、次の図書を各２部ずつ速やかに提出し承認

を受けるものとする。 

(1) 製作工程表 

(2) 製作承認図 

(3) 取付品、装備品配線図 

(4) その他本消防組合が指示するもの 

５ 受注者は製作にあたり、次の点に注意すること。 

(1) 軽量、頑丈、優美であること。 

(2) 車体は、登録された車両総重量の状態において十分耐え得るものであること。 

(3) 製作艤装に亘り厳重に検査すること。 

６ 受注者は、製作にあたり諸種の理由により本仕様書を変更する必要が生じた際は、

直ちに消防本部に連絡し、指示に従うものとする。 

７ 設計・製作材料・部品等について、特許その他権利上の問題が生じた時は、受注

者がその責任を負うこと。 

８ 指揮調査車の完成時には、近畿運輸局大阪運輸支局の新規登録を受けるものし、 

それに伴う書類は事前に本消防組合に提出して承認を得ること。 

９ 本仕様書に記載のない部分等については、本消防組合と協議の上、決定する。 

10 保証期間は、納車後１年とする。但し、メーカーの保証期間がそれ以上の場合は

その期間とする。なお、構造上（部品・材料の不良を含む。）あるいは、技術上の不

備欠陥による場合は、保証期間が経過しても受注者の責任において速やかに処理す

るものとする。 

11 仕様書、承認図等により本消防組合担当職員立ち合いの上、検査を行う。 

(1) 検査は、中間検査、完成検査及び納車検査とする。 

(2) 検査は製作工程表に基づき検査を受けられる状態で日程を組むこと。 

(3) 検査日程は、事前に本消防組合に連絡し、調整を図ること。 

(4) 完成検査は、納入期限までに補修、調整ができるよう余裕を持つこと。 

12 完成検査納入時に、次の書類、図面及び写真を必要数提出すること。 
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（1）シャシ図面                   １部 

（2）諸元表                     １部 

（3）整備、修理要領書（シャシ・エンジン関係等）   １部 

（4）電気配線図                   １部 

（5）各取扱説明書                  ２部 

（6）写真（ＣＤ－Ｒ等により提出すること。）一式    １部 

   艤装完成車 前・後・左・右・上 

（7）自動車車検証                  １部 

（8）自動車損害補償責任保険証明書（25か月）      １部 

（9）リサイクル券                  １部 

(10)完成図書                    １部 

(11)契約金明細書                  １部 

(12)新規検査届出書又は改造申請届出書写し      １部 

(13)その他本消防組合が指示するもの 

13 納入数量は１台とする。 

14 納入期限は、令和７年 10月１日から令和８年３月 19日までとする。 

なお、登録年月日については、令和７年 10月以降とすること。 

15 補則 

（1）指揮調査車は、緊急自動車届出書及び近畿運輸局大阪陸運支局の新規登録検査

後、各部清掃の上で本消防組合へ納入するものとする。 

（2）自動車損害賠償責任保険料、自動車重量税、リサイクル料を除くすべての経費は

受注者が負担する。 

   なお、請求については、非課税分を分ける必要はないものとする。 

（3）受注者は、納入後各部の取扱要領及び資機材等に係る取扱説明や必要な講習に

ついて専門係員（サービス担当者）を派遣し、本消防組合において指定する時期

に実施すること。なお、係員の派遣に関する費用等は受注者が負担するものとす

る。 

 

≪ ２ ≫ 仕  様 

 

１ シャシ諸元（艤装前寸法） 

シャシは令和７年度に製作された最新モデルのワンボックス型ハイルーフ及び

ワイド並びにスーパーロングとし、経済性動力機能性に富み、排出ガス規制、自動

車ＮＯｘ・ＰＭ法適合したものであること。 

（1）車両全長：5,200ｍｍ以上 5,500ｍｍ未満 

（2）車両全幅：1,800ｍｍ以上 2,000ｍｍ未満 

（3）車両全高：2,200ｍｍ以上 3,000ｍｍ未満 

（4）ホイールベース：2,900ｍｍ以上 3,200ｍｍ未満 
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（5）トランスミッション：オートマチックトランスミッション 

（6）エンジン排気量：2,400㏄以上（ガソリンエンジン） 

（7）駆動方式：２輪駆動方式 

（8）オールシーズンタイヤ（本艤装に適したサイズとし、令和６年以降に製造され 

た国内企業製に限る。） 

（9）乗車定員：５名 

２ 装備品及び取付品 

(1) パワーステアリング 

（2）後退警報器（カットスイッチ付） 

（3）ＡＢＳ装置及びエアーバック（運転席及び助手席） 

（4）フロントエアコン及びリアエアコン（車両に適した純正品であること。） 

（5）エンジン回転計 

（6）ＡＭ・ＦＭラジオ 

（7）プライバシーガラス（リヤサイド、リアクォーター、バックドア） 

（8）各ドア集中ロック 

（9）運転席及び助手席パワーウインドウ 

(10)後部スライド式サイドウインドウ（両側） 

(11)ＥＴＣ（セットアップ含む） 

(12)電動格納式ミラー 

(13)フロントアンダーミラー 

(14)助手席用補助ミラー 

(15)ドアリフレクター及びドアエッジモール 

(16)マッドガード（全輪） 

(17)タイヤチェーン                   １式 

(18)歯止め（車両に適したもの）             ２個 

(19)消火器：自動車用（ＡＢＣ粉末４型）          １本 

(20)訓練旗（ポール含む。）               １式 

(21)フロアマット一式（運転席助手席のみ。）         

(22)予備キー（メインキー含む）                         ５本 

(23)ＬＥＤヘッドランプ（車両に適した純正品であること。） 

(24)サイドバイザー 

(25)エアコンフィルター（車両に適した純正品であること。）          

(26)フォグランプ 

(27)アイドリングドアロック 

(28)標準工具 

３ 電装品関係 

(1) バッテリー 

ア シャシメインバッテリーは、可能な限り最大の容量を選択し、他に必要な場 
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合はサブバッテリーを設けること。また、ＡＣ100Ｖ／1,000Ｗのインバーター

出力に耐えうる構造とすること。 

   イ 収納場所は助手席下とするが、指定場所以外の場合は別途協議する。 

   ウ 収納部は容易に点検整備を行うことができる構造とする。 

(2) オルタネーター 

  ア 艤装に十分耐えること。 

イ サブバッテリーを設けた場合はオルタネーター出力を利用し、走行中充電管

理できる装置を設けること。 

  ウ 収納部は容易に点検整備を行うことができる構造とする。 

(3) ＤＣ－ＡＣ正弦波インバーター（ＡＣ100Ｖ／1,000Ｗ） 

ア 艤装に十分耐えること。 

イ 収納部は容易に点検整備を行うことができる構造とする。 

ウ 車内にて、ノートパソコン等の各種電子機器が使用できるように、各機器に

有効に電源を供給できる容量のものを設置する。 

エ ノイズ対策が施されたものを採用する等、無線機等各機器に干渉しないよう

に配慮する。   

(4) ＡＣ100Ｖ電源コンセント 

外部電源入力接続中及びインバーター作動時に、100Ｖ電源を出力するコンセン

トを次の場所に設置する。 

ア 車内の４箇所（ＡＶＭ等の架台兼収納ボックス、車内指揮卓、後部収納棚、

後部多目的収納棚）にパソコン等の電子機器を使用する付近に設置し、必要に

応じて、ＯＡタップ等を設置し使用機器数に合った口数を確保すること。 

イ 車体後部又は側面に外部出力コンセント（防水防塵仕様・カバー付き）を設

置する。（ＡＣ100Ｖ／1,000Ｗ） 

ウ 各コンセントには使用可能電力量等の表示を明記すること。 

エ 点検等が容易に行えること。 

オ 使用電力量が数値として、認識できる消費電力計等を設けること。 

カ その他については別途協議する。 

（5）外部入力用 100Ｖコンセントボックス 

ア 待機中に車内の電源コンセントに接続している電子機器をスリープモード 

で保持するとともに各種器具の充電ができるよう、庁舎側から電力供給を受け

ることができるコンセントボックスを設置する。 

イ 接続部はマグネット式コンセントとし、入力端子部には蓋を設け、必要に応

じて合わせた目に縁ゴムを施す等、雨水等の影響を受けないよう、防水・防塵

に配慮した措置を講じること。 

  参考型式：パナソニック社製ＷＣＨ1710 

ウ 接続中のコードの脱落や折れが生じない構造とし、電源コードも車両ガレー

ジ内での使用を考慮し耐久性の高いものを選定する。 
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参考型式：パナソニック社製ＷＣＨ1720（コネクト部） 

（6）電源充電装置（外部入力した電源を各電子機器及びバッテリーに供給し充電す

る装置） 

ア 車両に積載可能な、定電流方式の 100Ｖ電源充電装置を搭載すること。 

イ ＡＣ100Ｖ充電用のマグネットコンセント付電源コードは、長さ 10ｍとし、

コードにはスパイラルチューブ等の保護被覆を施す。ただし、外部入力用 100

Ｖコンセントボックスと兼用して使用する場合には、電源コードは不要とする。 

ウ 各機器の設置に際し、漏水等が機器に直接かかることがないよう、配慮す 

ること。 

参考形式：日本機械工業株式会社製 ＳＨＣ12－６ＴＲＷ－ＮＫ １個 

（7）艤装部分の電気回路上に使用するヒューズは回路を別にして、遮断された際は

個々に遮断される構造であること。また、各路の名称及びアンペア数を明記する

こと。 

(8) 路肩及び後輪照射灯 

ア 左右後輪付近に、路肩及び後輪付近を有効に照射でき、マーカーランプとし

ての機能を兼ねた照明灯を取り付けること。 

    参考型式：ヴィ・クルー社 シャインマーカー（最新型） 

イ 点灯はスモール連動とすること。また、オートライトの場合は点灯と同時と

する。 

ウ ＬＥＤ式とすること。 

(9) 室内灯 

ア 各座席及び車内指揮卓にて作業するにあたり、有効な位置及び個数を考慮し

取り付けること。 

イ ＬＥＤ式とすること。 

(10)資器材収納庫照明灯 

ア 収納された各資機材を有効に照射できるよう、位置及び個数を考慮し取り付

けること。 

イ バックドア開放状態であっても有効に照射されるようバックドア内側に作業

灯を取り付けること。 

ウ ＬＥＤ式とすること。 

(11)ドライブレコーダー 

ア 車両前部に取り付けること。 

イ 200万画素以上を有すること。 

ウ エンジン始動と共に録画が開始するもの。 

エ 自動及び手動にて録画できるものであること。 

オ 駐車監視モードを有すこと。 

カ 録画できる時間は８時間以上とし、記録した映像はＳＤカード等（容量 32Ｇ

Ｂ以上）に記録でき、パソコン、デジタルミラー等において確認できること。な
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お、ＳＤカード等には予備１枚備えること。 

(12)車両後方カメラ 

走行中に車両後方の状況が確認できるよう、車両純正品の後方視認カメラを備

えること。また、その映像を常時、運転席ルームミラー等に映し出せること。 

(13)その他 

電気機器等の必要な箇所には防水処理等を施し、雨水等が侵入しない構造とす

ること。 

４ 赤色警告灯関係 

(1) 車体ルーフにＬＥＤ式散光式赤色警告灯を取り付けること。（フラッシュコント

ロール及び減光機能を有すること。） 

   参考形式：㈱大阪サイレン製作所製 ＮＰ－ＭＬ－ＸＫ２Ｍ－Ａ１ １個 

(2) 車体フロントグリルの左右対称の位置にＬＥＤ式赤色点滅灯を取り付けること。 

   参考形式：㈱大阪サイレン製作所製 ＬＦＡ－100 ２個 

（3）車体両側面上部の左右対称の位置にＬＥＤ式作業灯を取り付けること。 

   参考形式：㈱大阪サイレン製作所製 ＬＩＡ－200 左右各２個 

（4）車体後方上部の左右対称の位置にＬＥＤ式赤色点滅灯兼作業灯を取り付けるこ

と。 

参考形式：㈱大阪サイレン製作所製 ＬＦＩＡ－300 ２個 

（5）上記の各赤色点滅灯は散光式赤色警告灯と連動し、電子サイレンアンプのスイ

ッチにて一括でオン・オフできること。 

（6）電子サイレン 

電子サイレン及び警鐘の疑似音を発することができ、かつ、拡声装置としても

使用できるものであること。 

（7）電子サイレンアンプ 

  ア キャビン内インストルメントパネル付近に設けること。 

    参考形式：㈱大阪サイレン製作所製 ＴＳＫ－Ｄ151Ｙ 

イ アンプ用マイクを備えること。なお、マイクの位置は助手席から操作しやす

い位置に取り付けること。 

ウ 広報音声は標準仕様に加えて、熱中症注意喚起及び協力感謝を追加すること。 

５ 内装関係 

(1) 座席 

乗車定員は５名（前席は運転席及び助手席の２名、２列目座席は２名、３列目座

席は１名）とし、２列目の車両標準座席を取り外し、道路交通法で規定する乗車

装置を設け、安全に乗車できる座席を設置すること。 

また、各座席は防汚性、撥水性及び耐久性に優れたものとし、座席カバー等を取

り付けると共に、２列目座席は車内指揮卓を使用において、支障がない構造とす

る。３列目座席は後部多目的収納棚の使用において、作業及び資機材の取り出し

に支障がない構造とし、荷室左側面へ取り付けることとする。 
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なお、座席の形状、乗車位置、寸法及び取付方法は別途協議とする。 

(2) フロア加工 

ア 後部荷室フロアはロンリウム貼りとし、歩行する場所はアルミ縞板にて補強

を施し、清掃、水拭き作業に耐えうる構造とすること。 

イ 詳細は別途指示する。 

(3) 窓ガラス（フィルム処理） 

ア リヤサイド及びリアクォーターにフィルム処理を施すこと。 

イ 詳細は別途指示する。 

(4) 消火器 

   蓄圧式の４型消火器１本を収納できる構造を備えること。 

(5) モーターサイレン 

作動スイッチをキャビン内インストルメントパネル付近に設けるとともに助手

席の足元にフットサイレン（囲い付き）を設置すること。 

(6) 車載型無線機 

インストルメントパネル又はセンターコンソール付近の容易に操作でき、かつ、

災害対応に適した位置に取り付けること。 

(7) ＡＶＭ等の架台兼収納ボックス 

ア 運転席と助手席の間に引き出し付収納ボックスを設け、ボックス上部にＡＶ

Ｍ及び送話機を取り付ける架台を設置すること。 

イ 詳細は別途指示する。 

(8) ホワイトボード 

ア 後室に脱着可能であるホワイトボードを設置すること。 

イ 詳細は別途指示する。 

(9) 時計（大型デジタル式） 

ア 後室に夜間でも有効に視認でき、自動で時刻補正可能なソーラー充電式のも

のを設置すること。 

イ 詳細は別途指示する。 

(10) 車内指揮卓 

ア ２列目座席前方に車内指揮卓を製作すること。車内幅及び室内高を最大限、

有効的に使用し、運転席及び補助席のシートリクライニングに支障がないとと

もに後席隊員の乗降と前席隊員との意思疎通に支障のないように資機材及び書

類等が収納できる棚及び引き出しを設け、飛び出し及び落下防止機能を設ける

こと。 

イ Ａ３サイズの作戦地図（２冊、本消防本部組合支給品）（作戦地図の寸法：縦

400㎜・横 320㎜・厚さ 45㎜）の収納入れ及びサイドにフックを６か所程度設

置すること。 

ウ 車内指揮卓天井付近にＬＥＤ式のデスクライトを設置すること。 

エ 車内指揮卓天板には滑り止め機能を施すこと。 
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(11)後部多目的収納棚 

ア ２列目座席の後方右側には車体に固定された多目的収納棚をアルミ材等で 

製作し、車両重量を軽減すること。当該棚には各資機材（別紙１及び別紙２）

を収納でき、３列目シートに乗車した隊員が容易に使用できる位置に作業用デ

スクスペースを設けることとし、各箇所には飛び出し及び落下防止機能を設け

ること。なお、作業用デスクスペースは収納棚としても使用できる仕様とする

こと。 

イ 作業用デスクスペース天井付近にはＬＥＤ式のデスクライトを設けること。

ウ 本消防組合が指定する位置に緩衝材等を設けること。 

エ 詳細は別途指示する。 

(12)ルーフ収納ネット 

後部天井部にルーフ収納ネット（ネットシェルフ）を左右各２個設置すること。 

なお、大きさ等については本消防組合と協議すること。 

(13)資機材収納棚 

ア 車両後部には車体に固定された資機材収納棚を製作すること。当該収納棚に

は各資機材（別紙１及び別紙２）を収納できることとし、各箇所には各資機材

の飛び出し及び落下防止機能を設けること。 

イ 折りたたみ式指揮卓、充電式保冷庫等の重量物の収納部は引き出し式とし、

取り出し及び収納が容易な構造とすること。 

ウ 重量物や長尺物は車両後部から引き出し及び収納を行う構造とすること。 

エ 上記収納方法と異なる際は本消防組合と協議すること。 

オ 本消防組合が指定する位置に緩衝材等を設けること。 

(14)ストレッチャー型指揮卓収納庫 

  ア 出し入れ操作の際に、キャスター部の機能を損なわないよう製作すること。 

イ 収納時の脚部等の構成品が接触して車体に損傷をおよぼす恐れがある場合 

は車体側にステンレス板を貼り保護をすること。また、固定方法は不具合のな

いように製作すること。 

ウ 収納庫の上部には上記の多目的収納棚を設置するものとし、十分な強度を持

った構造とすること。 

(15)ストレッチャー型指揮卓 

ア ストレッチャー部にあっては、本消防組合からの支給品とする。なお、支給

品のストレッチャー部の安全確認等は行うこと。（支給品：株式会社松永製作

所社製 GT‐06） 

イ ストレッチャーをベースとし、１人でも容易に展開、移動及び固定等の操作

が可能なものを製作すること。 

  ウ 天板はホワイトボード仕様とし、マグネットが使用可能であること。 

  エ ホワイトボードは 1,800㎜×600㎜程度の大きさとする。 

  オ ホワイトボード下部には引き出しを設置し、ロック機構を施すこと。 
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カ 雨天用紙（Ａ１）を収納できるよう施すこと。 

キ 天板に資機材積載できる構造とし、カーゴネット等で落下防止措置を施せる

こと。 

(16)バックドア 

   容易に開閉ができるようバックドア内側にストラップ等を取り付けること。 

(17)その他 

  ア 上記の寸法等の詳細は別途協議する。 

  イ 各電装品取付部は点検や手入れが容易な構造とすること。 

６ 外装関係 

(1) 資機材等出し入れの際に、車体に傷つく恐れがある箇所にはアルミ縞板等によ

り保護し、全外端部を折り曲げる構造とすること。 

(2) キャビンは電子サイレン用スピーカー及びモーターサイレンを取り付けること。 

(3) 資機材積載状況によっては、エアサスペンション又はリアリーフスプリング等

でバランス調整すること。 

(4) 車体前面 

フロントグリル中央部に消防章を取り付けること。なお、メーカーエンブレム

は取り外すこと。 

(5) 車体側面 

  ア 乗降用インナーグリップ等（車内側）を有効な位置に設けること。 

イ 乗降用ステップ及び蹴込部にはアルミ縞板（滑り止め加工含む）で保護する

こと。 

ウ 両側面にタープのループ部と連結できる固定具及び固定金具等を取り付け 

ること。 

  エ 左側面に排水が可能な旗立てパイプを設けること。 

(6) 車体後面 

  ア 乗降用インナーグリップ等（車内側）を有効な位置に設けること。 

イ リアバンパーステップ及び蹴込部にはアルミ縞板等（滑り止め加工含む）で

保護すること。 

(7) その他 

  ア 上記の寸法等の詳細は別途協議する。 

  イ 各電装取付部の点検や手入れが容易な構造とすること。 

ウ 各操作ボタン、スイッチ類の必要な箇所には、名称等を明示したプレート等

を設けること。 

７ 無線機一式 

(1) 無線機、ＡＶＭ本体等は支給品とし、その設置は無線メーカーが行うものとす

る。なお、設置位置等は本消防組合、無線メーカー及び受注者が協議し決定する。 

(2) 無線機の送受話器は助手席周辺及び車内指揮卓周辺に取り付けられるよう加工

等を施すこと。 



  10  

 

(3) 受注者においてアンテナケーブル等を敷設する場合は、点検等が容易にできる

ように配慮すること。 

(4) 受注者は、無線機の電源線にノイズフィルターを取り付け、車両の各部の適当

な位置に、溶接によらないアースボンディングを施すこと。 

８ 塗装関係 

(1) 車体は、特殊化学液にて十分に錆落としの上、燐酸塩被膜を形成後、プライマ

ー、パテ、水研ぎ、サフェーサーにより下地処理を行い、朱色ハイソリットラッ

カーにて３回以上の吹付けを行い十分に乾燥させること。また、クリアー仕上げ

剤により仕上げること。 

(2) 車体下回りは防錆塗装とすること。 

９ 文字記入 

(1) 車体前面 

フロントパネル右側（運転席側）に白文字丸ゴシックで「５」のカッティング

シートを貼付すること。 

   また、自動車検査登録制度に適合し、再帰性に富んだ反射材等を使用すること。 

(2) 車体両側面 

ア 後方付近に白文字丸ゴシックで「守口市門真市消防組合」のカッティングシ

ートを貼付すること。 

また、自動車検査登録制度に適合し、再帰性に富んだ反射材等を使用するこ 

と。 

イ フロントドア下部に白文字丸ゴシックで「５」のカッティングシートを貼付

すること。 

また、自動車検査登録制度に適合し、再帰性に富んだ反射材等を使用するこ

と。 

  ウ フロントドア中央付近に消防組合章ステッカー（支給品）を貼付すること。 

(3) 車体後面 

バックドア左側下部に白文字丸ゴシックで「５」のカッティングシートを貼付 

すること。 

また、自動車検査登録制度に適合し、再帰性に富んだ反射材等を使用すること。 

(4) その他の表示 

ア 車両後部及び各ドアの内側でドア開放時に外部へ突出する部分に、赤色蛍光

テープを貼付すること。 

イ 車両側面及び後面には自動車検査登録制度に適合し、再帰性に富んだ反射材

を貼付すること。 

(5) その他 

  上記の文字記入等に関し、位置、寸法、レイアウト等については別途協議する。 

10 積載品及び付属品 

(1) 艤装取付け及び付属品（別紙１） 
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(2) 艤装取付け及び付属品（本消防組合支給品）（別紙２） 



別紙１

Ｎｏ 資機材名 参考型式 会社名 数量

28

㈱佐藤ビニール29

24 熱画像直視装置（Retractable lanyard含む。） FLIR　K2 2フリア―システムズ社

27 超音波洗浄機 SWT710 1シチズン・システムズ

26 コンパクトデジタルカメラ G900 2リコー

25 携帯顕微鏡LCDデジタルマイクロスコープ MJ－39　Jスコープ 1㈱佐藤商事

21
カンタンタープ2718専用

キャスター付バッグ
1ニューテックジャパン

KTSW180－IG 2ニューテックジャパン

23 形状可変ポインター FS3-249-003 5

22 レイニーメガホンタフ TS－634 4㈱ノボル電機

㈱ＦＳジャパン

GoPRO

1EcoFlow Technology Japan㈱

カメラクリップ

RIVER2Pro　ZMR620-B-JP

8 GoPro用　SDカード

9

183㎝×50ｍ

GoPRO

Extreme　256GB　microSDXC 2SanDisk

7

難燃性完全遮光シート　50M

GoProカメラ HERO12　Black（※最新式とする）

6

5

3

マグネティックスイベルクリップ

LEDマルチライト

デュアルバッテリーチャージャー＋

Enduroバッテリー

RR－L2CH

高性能チャージャー・カメラバッテリー

Right Rescue

有限会社東光映材

艤装取付け及び付属品

1

2

㈱科学装備研究所

平和機械株式会社

8
雨天用紙A1判50枚入

（サイズ：841㎜×594㎜方眼５㎜）

補助指揮盤 HS－Ｓ02

KS-H59-4

2

1

2GoPRO

5

4

ポータブル電源

12 充電式ヒートガン マキタ 1

ヒートガン集中ノズル（丸） A－67262 マキタ 1

11

1マキタ

指揮卓上ライト ML805 1マキタ

ML81410 充電式タワーライト

HG181DZK

13

14 スクレーパ A－67278 1マキタ

2

1

16

18 カンタンタープ2718 KTNJ2718－CG ニューテックジャパン 1

17

19 カンタンタープ2718専用サイドウォール（1.8m）

15 マキタ

20 カンタンタープ2718専用サイドウォール（2.7ｍ） KTSW270－IG 2ニューテックジャパン

スクレーパ

パワーソースキット２（18V） A－67094 マキタ 1

リチウムイオンバッテリー BL1860B

A－67290 1

マキタ 1

撮影用シート 遺体シート（1箱20枚入）

火災原因調査用超音波カッターセット ZO－41ⅡFS 1エコーテック

5



別紙１

※　付属品については、本表の参考型式と同等品以上とし、変更がある場合は、別途協議すること。

㈱ＦＳジャパン

火災調査測定セット FS3－259－001 1㈱ＦＳジャパン

工具セット
コンビネーションツールセット

K600
1TONE

33 耐切創性ゴム張り手袋 HG－11　７Gゴム張りW 15アトム㈱

34

35

鉄腕ハサミGT 137-092-001 1

シムロンLはや巻　30ｍ

32 防水バッグ（資器材用） SP-RS02SBLBK 2ハクバ

30

31

38 工具セット KS-14メンテナンスキット 1エンジニア

36

37

ロードメジャー　500 EN－R500 1タジマ

剛厚スパコン25mm幅5.0m GASP2550 2タジマ

41

40 プラグレハード（青）　 T100－H40 3大塚刷毛製造株式会社

39 レーザー距離計 CHE－DM80 2サンワサプライ株式会社

テラモト 2

42

48

49

47

腕章（42㎝×８㎝）
「守口市門真市消防組合」及び「火災調

査」　※詳細は別途指示。
10ＦＩＲＥＲＥＳＣＵＥＥＭＳ

UMサンプル瓶 ５－128－05 2アズワン

WL100超音波洗浄機専用洗浄液 シチズン・システムズ 1

リコー 2DB-110コンパクトデジタルカメラの充電バッテリー

43 シルキー 1

DICプラスチック株式会社

121－24ゴムボーイ万能目270本体（のこぎり）

4968838342005てみ（中）

DP－460－010－０ダストパンⅡ

10

YSL３－30 2タジマ

50

51

52 長谷川工業㈱ 1RMー50脚立

44

46

45

安全ベスト K-1V 5ミドリ安全

電子警笛付LED合図灯 SSW－12 1トラスコ中山株式会社

SANDISK

54

55

クーラーボックス エクスカーションクーラー 1コールマン

氷点下パックＧＴ－16℃・ハード 600ｇ

超音波カッター用替え刃（超硬刃） HA07 2エコーテック53

2SDSDUW３-064G-JNJINコンデジ用ＳＤカード　SDXC（64GB）

SDSQXCG-032G-GN6MA
デジタルマイクロスコープ用ＳＤカード

microSDHC(32GB)

4LOGOS

SANDISK 1



別紙２

Ｎｏ 資機材名 型式 会社名 数量

2 レインボーリール（30m） 1

艤装取付け及び付属品（本消防組合支給品）

1 バルーンライト一式 1

4

3 一眼レフカメラ 1

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

22

21

24

23

25


